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Abstract
This paper discusses social ramifications of a cache of old documents dating to 1491 that 

was sent by a man named Saemon no Taifu that was recently discovered in a storehouse of 
Daisen-ji temple in the Chita district of Aichi Prefecture. The documents-including a kakocho 
death register and a genealogy for Saemon no Taifu-are currently housed with papers of the 
Noma Family and Physicians of the Owari Clan papers in the Nagoya University Manuscript 
Collection. Among other things, the records reveal (1) that the current Daisen-ji temple in Chita 
district was erected on the site of a smaller hermitage from the pre-Tokugawa era called Nyoi-
an, (2) that Saemon no Taifu and his immediate successors were jizamurai-that is, part-time 
samurai warriors who also cultivated the land-thus exemplifying blurrier social distinctions 
before Toyotomi Hideyoshi implemented his heino bunri policy separating peasants from 
warriors, and (3) that succession to Saemon no Taifu's position as head priest of the Nyoi-an 
hermitage could be achieved in a variety of ways: blood-line inheritance, adoption of an adult 
male successor, or through a master-disciple relationship. Older pre-Tokugawa temples like 
Nyoi-an were pulled down and replaced by early-modern temples like Daisen-ji as the earlier 
era of ambiguous social distinctions gave way to Hideyoshi's social policies at the end of the 
16th century creating strict separation between warriors and peasants (heino bunri) and between 
the clergy and laity (sozoku bunri).
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は
じ
め
に

二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
六
日
の
愛
知
県
史
の
調
査
に
よ
り
、
美
浜
町
大
仙
寺
に

お
い
て
、
次
の
よ
う
な
従
来
未
紹
介
の
中
世
文
書
二
点
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た1
。

［
史
料
一
］
延
徳
三
年
︵
一
四
九
一
︶、
左
衛
門
大
夫
某
寄
進
状2

　
　
　

尾
州
智
多
郡
野
間
庄
中
上
野
間
郷
如
意
院
領
田
畠
□︵
寄
進
︶□
状
□︵
之
︶事

　
　
　
　

合
田
壱
町
壱
反
六
十
歩
一
枚
菜
園
又
田
地
之此
外
畠
坪
付
本
帳

右
所
令
□︵
寄
進
︶□
之
本
願
者
、
院
門
三
時
之
勤
行
以
為
［　
　
　
　

］

︵
後
生
︶

菩
提
、
然

任
太
法
式
目
之
条
、
仏
［︵
陀
寄
進
︶

　
　

］
不
帰
人
云
々
、
於
為
［　
　
　

］
堅
可
守

此
法
者
也
、
仍
後
［　
　
　

］
状
之
旨
如
件

　
　
　
　

太
歳
辛亥
延
徳
参
□︵
年
︶十
月
廿
一
日　

左
衛
門
大
夫
︵
花
押
︶

　
　
　

如
意
院
坊
主
恵
祐
蔵
主
禅
師

［
史
料
二
］
延
徳
三
年
︵
一
四
九
一
︶、
上
野
間
如
意
院
領
田
畠
坪
付
之
本
帳3

上
野
間
如
意
院
領
田
畠
坪
付
之
本
帳

［　
　

］
之
分

一
反
三
十
歩　
　

ふ
き
地

小
二
十
歩　
　
　

く
ま
た
か
口

一
反
二
十
五
歩　

そ
や
ま

小　
　
　
　
　
　

た
け
の
は
な

十
五
歩　
　
　
　

そ
う
さ
ん
は
さ
ま

一
反　
　
　
　
　

お
う
は
さ
ま
﹁
︵
削
消
︶を
く
﹂

大
十
歩　
　
　
　

し
ら
か
や

百
五
歩　
　
　
　

山
さ
き

大
五
十
歩　
　
　

平
井

大　
　
　
　
　
　

ゆ
や
た
に

半　
　
　
　
　
　

ハ
ら
ま
へ

半　
　
　
　
　
　

い
け
田

小
三
十
歩　
　
　

お
う
は
さ
ま
﹁
を
く
﹂

半　
　
　
　
　
　

そ
山
口

小　
　
　
　
　
　

す
わ
ら
か
き
内

九
十
歩　
　
　
　

つ
け
か
き
内

�

�

百
五
歩　
　
　
　

か
う
と
な
わ
て

半
十
五
歩　
　
　

ま
へ
田

十
五
歩　
　
　
　

い
し
つ
か

六
十
歩　
　
　
　

こ
ん
て
い
か
い
と

三
百
歩　
　
　
　

お
う
か
い
と

九
十
歩　
　
　
　

ま
つ
を
な
わ
て

六
十
歩　
　
　
　
［　
　
　

］

　
　

以
上
壱
町
一
反
六
十
歩

　
　

三
貫
□
文
也
、
御
年
貢
あ
る
へ
し

此
外
畠
一
枚
さ
い
ゑ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
間
お
ち

　
　

延
徳
三
年
辛亥
十
月
廿
一
日　

左
衛
門
大
夫
︵
花
押
︶

い
ず
れ
も
、
智
多
郡
野
間
庄
上
野
間
郷
の
左
衛
門
大
夫
よ
り
、
如
意
院
坊
主
・

恵
祐
蔵
主
禅
師
に
対
し
、
田
畠
の
寄
進
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
関
わ
る
貴
重
な
中
世

史
料
の
原
本
で
あ
る
。
以
下
、
延
徳
の
寄
進
状
と
適
宜
略
記
す
る
。

こ
れ
ら
延
徳
の
寄
進
状
は
、
編
年
順
で
延
徳
三
年
を
含
む
﹃
愛
知
県
史　

資
料

編
一
〇　

中
世
三
﹄︵
二
〇
〇
九
年
三
月
︶
へ
の
収
録
に
間
に
合
わ
ず
、﹃
愛
知
県

史　

資
料
編
一
四　

中
世
・
織
豊
﹄︵
二
〇
一
四
年
三
月
︶
に
﹁
編
年
史
料
補
遺
﹂

と
し
て
収
録
さ
れ
、
史
料
一
は
巻
頭
図
版
一
四
に
も
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
県

史
の
調
査
で
上
記
二
点
の
文
書
を
担
当
し
た
上
村
喜
久
子
は
、
二
〇
一
二
年
十
月

刊
行
の
論
考
で
詳
し
い
考
察
を
加
え
た4
。
そ
の
の
ち
、﹃
愛
知
県
史　

通
史
編
二　

中
世
一
﹄︵
二
〇
一
八
年
三
月
︶
が
刊
行
さ
れ
、
二
八
八
ー
二
九
一
頁
で
こ
の
二

点
の
史
料
に
関
わ
る
知
多
地
域
の
時
代
状
況
に
つ
い
て
概
説
さ
れ
て
い
る
が
、
二

点
の
文
書
へ
の
直
接
の
言
及
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
現
段
階
で
は
、
上
村
の
二
〇

一
二
年
の
論
考
が
、
延
徳
の
寄
進
状
に
関
す
る
唯
一
最
新
の
専
論
と
考
え
ら
れ

る
。
上
村
の
到
達
点
の
確
認
か
ら
、
議
論
を
始
め
た
い
。

一
、
中
世
史
料
と
の
照
合

上
村
は
、
尾
張
・
三
河
地
域
に
お
け
る
中
世
史
料
に
お
い
て
、﹁
仏
陀
寄
進
不

帰
人
﹂
と
い
う
用
語
は
所
見
が
少
な
い
と
い
う
興
味
深
い
着
眼
点
を
示
す
。
そ
の

前
提
に
た
っ
て
、
左
衛
門
大
夫
の
人
物
比
定
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

― 55 ―



は
、
延
徳
期
前
後
の
知
多
地
域
は
、
北
部
を
水
野
氏
、
南
部
西
岸
を
佐
治
氏
、
南

部
東
岸
を
戸
田
氏
が
抑
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
氏
の
な
か
か
ら
候
補
を
探

る
方
針
を
と
る
。
そ
の
結
果
、
主
と
し
て
次
の
四
点
の
中
世
文
書
が
、
関
連
史
料

と
し
て
精
選
さ
れ
て
い
る
。

［
史
料
三
］
文
明
四
年
︵
一
四
七
二
︶
正
月
付
、
左
衛
門
大
夫
某
寄
進
状
写5

［
史
料
四
］
乾
坤
院
所
蔵
﹁
血
脉
衆6
﹂
の
う
ち
文
明
十
年
十
月
分

［
史
料
五
］
明
応
三
年
︵
一
四
九
四
︶
三
月
七
日
付
、
戸
田
宗
光
寄
進
状
写7

［
史
料
六
］
明
応
五
年
︵
一
四
九
六
︶
三
月
七
日
付
、
戸
田
宗
光
寄
進
状
写8

こ
の
う
ち
史
料
三
は
、
戸
田
氏
勢
力
圏
の
田
原
周
辺
で
、
延
徳
の
寄
進
状
と
同

名
の
左
衛
門
大
夫
が
﹁
仏
陀
地
不
帰
人
﹂
の
用
語
を
用
い
て
い
る
事
例
と
し
て
注

目
さ
れ
る
︵
上
村
注
４
論
文
一
〇
六
頁
右
、
以
下
頁
数
同
︶。
史
料
四
は
、
水
野

氏
の
勢
力
が
及
ん
だ
上
野
間
に
お
い
て
、﹁
妙
西　

左
衛
門
大
夫
内
﹂
と
い
う
女

性
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
が
、﹁
殿
﹂
の
敬
称
が
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
水
野

氏
一
族
の
可
能
性
は
低
い
と
み
る
︵
一
〇
七
頁
左
︶。
史
料
五
は
、
戸
田
氏
に
お

い
て
、﹁
左
衛
門
大
夫
﹂
に
近
い
﹁
左
衛
門
尉
﹂
を
名
乗
る
事
例
と
し
て
注
目
さ

れ
る
︵
一
〇
七
頁
右
︶。
さ
ら
に
史
料
六
は
、
史
料
五
と
同
じ
宗
光
が
、﹁
沙
弥

全
久
﹂
の
名
乗
り
で
、﹁
不
仏
陀
人
還
任
法
﹂
と
述
べ
て
お
り
、
と
く
に
注
目
さ

れ
る
。
以
上
の
史
料
一
、
三
、
六
に
基
づ
き
、
上
村
は
﹁
左
衛
門
大
夫
が
戸
田
宗

光
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
﹂

︵
一
〇
八
頁
左
︶
し
て
い
る
。

新
出
の
中
世
史
料
が
確
認

さ
れ
た
場
合
、
す
で
に
知
ら

れ
て
い
る
中
世
史
料
の
中
に

こ
れ
を
位
置
づ
け
る
試
み
は

当
然
必
要
と
な
り
、
上
村
は

そ
う
し
た
基
礎
的
な
作
業
を

行
っ
た
も
の
と
評
価
で
き

る
。
と
く
に
﹁
仏
陀
寄
進
不

帰
人
﹂
へ
の
着
眼
は
、
同
地

域
の
中
世
史
料
の
広
範
な
知

見
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
れ

に
全
面
的
に
代
替
す
る
よ
う

な
着
眼
点
は
、
簡
単
に
は
思
い
浮
か
ば
な
い
。
ま
た
史
料
二
の
地
名
に
関
す
る
検

討
も
貴
重
で
あ
る
。
上
村
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
地
籍
図
と
の
照
合

や
現
地
調
査
な
ど
、
さ
ら
に
綿
密
な
調
査
の
余
地
を
残
す
も
の
の
、
慶
長
十
三

年
︵
一
六
〇
八
︶
の
上
野
間
村
本
田
検
地
帳
、
お
よ
び
同
村
絵
図
と
の
対
照
に
よ

り
、
近
世
上
野
間
村
の
中
核
で
あ
る
本
田
地
区
に
中
世
如
意
院
領
が
点
在
し
た
と

確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
近
世
上
野
間
村
の
﹁
基
本
的
な
構
造
﹂︵
一
〇
九
頁

右
︶
は
延
徳
期
の
段
階
で
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
た
だ
し
小
字
名
の
展
開
か
ら

み
て
、
中
世
上
野
間
郷
は
近
世
坂
井
村
も
包
摂
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
な
ど

が
解
明
さ
れ
て
お
り
、
学
ぶ
べ
き
知
見
で
あ
る
。

本
稿
で
付
け
加
え
て
お
き
た
い
事
項
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
上
村
は
、
史
料
五
、
六
の
戸
田
宗
光
寄
進
状
が
写
で
あ
る
た
め
、
原

本
で
あ
る
延
徳
の
寄
進
状
の
左
衛
門
大
夫
の
花
押
と
照
合
で
き
な
い
︵
一
〇
八
頁

左
︶
と
す
る
が
、
実
は
い
ず
れ
も
花
押
影
を
確
認
で
き
る
。
試
み
に
、
史
料
五
、

六
の
花
押
影
と
、
史
料
一
の
花
押
は
欠
損
が
あ
る
た
め
、
よ
り
状
態
の
良
い
史
料

二
の
花
押
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
図
版9
の
と
お
り
で
あ
る
。
戸
田
宗
光
の
出
家

前
︵
史
料
五
︶
と
出
家
後
︵
史
料
六
︶
と
で
は
、
や
や
違
い
が
あ
る
よ
う
に
も
み

え
る
が
、
類
似
の
形
状
で
あ
る
。
一
方
、
延
徳
の
寄
進
状
と
の
違
い
は
大
き
い
。

こ
の
限
り
で
は
、
や
は
り
左
衛
門
大
夫
と
戸
田
宗
光
と
は
別
人
で
あ
る
可
能
性
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
上
村
は
如
意
院
の
近
世
以
後
に
つ
い
て
、
天
正
五
年
︵
一
五
七
七
︶

付
の
雲
版
銘
写₁₀
ま
で
﹁
如
意
禅
院
﹂
の
名
称
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
雲
版
は
、

天
木
藤
左
衛
門
︵
後
述
の
④
道
文
︶
が
﹁
覚
翁
秋
円
禅
定
門
菩
提
﹂
の
た
め
寄
進

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
の
ち
、
近
世
の
由
緒
書
類
に
よ
れ
ば
、
寛
永
六
年

︵
一
六
二
九
︶
の
曹
洞
宗
︵
如
意
院
︶
か
ら
臨
済
宗
妙
心
寺
派
︵
大
仙
寺
︶
へ
の

改
宗
再
興
を
経
て
、
慶
安
三
年
︵
一
六
五
〇
︶
か
ら
寛
文
四
年
︵
一
六
六
四
︶
に

お
け
る
同
寺
檀
越
は
、
天
木
道
鑑
︵
藤
左
衛
門
︶
―
天
木
道
無
―
天
木
多
兵
衛
と

推
移
す
る
こ
と
、
し
か
し
こ
れ
ら
近
世
初
頭
の
史
料
に
、
延
徳
の
寄
進
状
の
左
衛

門
大
夫
へ
の
言
及
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、﹁
天
木
氏
を
彼
の
末
裔

と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂︵
一
〇
六
頁
左
︶
と
結
論
し
て
い
る
。
こ
の
結
論
の

再
検
証
が
、
本
稿
の
眼
目
と
な
る
。

寛
永
六
年
の
改
宗
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

［
史
料
七
］﹁
尾
州
如
意
山
大
仙
寺
開
山
別
峰
和
尚
畧
行
状₁₁
﹂

史料二史料五史料六

図版
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師
諱
紹
印
、
字
別
峰
、
江
州
人
俗
姓
源
氏
、
幼
而
慕
出
塵
之
行
、
不
欲
居

俗
、
故
父
携
到
尾
州
熱
田
龍
珠
寺
、
投
良
岳
和
尚
︵
中
略
︶、
寛
永
三
年
奉　

詔
出
世
妙
心
、
同
六
年
有
故
退
龍
珠
、
而
直
到
知
多
郡
唯
心
庵
、
庵
主
玄
忠

者
為
師
法
姪
、
其
西
隣
如
意
庵
適
虚
主
席
、
延
師
居
焉
、
庵
中
無
所
為
焚
香

黙
坐
、
応
人
教
諭
、
日
未
幾
、
緇
素
服
化
帰
仰
者
如
雲
屯
、
於
是
忠
公
与
郡

之
名
族
天
木
氏
者
胥
議
、
経
営
修
造
、
檀
信
喜
捨
、
土
木
為
亟
荘
麗

大
仙
寺
の
中
興
開
山
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
近
江
出
身
の
別
峰
は
、
も
と
熱
田
龍

珠
寺
に
属
し
た
妙
心
寺
派
の
禅
僧
で
、
法ほ
う
て
つ姪
︵
同
門
の
僧
︶
の
招
き
で
知
多
へ
到

来
し
、
延
徳
の
寄
進
状
で
い
う
﹁
如
意
院
﹂、
天
正
五
年
︵
一
五
七
七
︶
付
の
雲

版
銘
写
に
み
え
る
﹁
如
意
禅
院
﹂
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
﹁
如
意
庵
﹂
に
仮
住

ま
い
し
、﹁
郡
之
名
族
天
木
氏
﹂
の
支
援
を
得
て
大
仙
寺
と
し
て
再
興
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

右
の
よ
う
な
、
天
正
期
如
意
院
の
檀
越
で
あ
る
天
木
藤
左
衛
門
、
寛
永
期
の
如

意
庵
改
め
大
仙
寺
の
檀
越
で
あ
る
﹁
郡
之
名
族
天
木
氏
﹂
に
つ
い
て
、
実
は
詳
し

い
系
譜
関
係
史
料
を
得
ら
れ
る
。
第
一
に
、
大
仙
寺
所
蔵
の
過
去
帳
、
第
二
に
、

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
野
間
家
文
書
に
含
ま
れ
る
天
木
氏
関
係
史
料
︵
後

掲
史
料
八
～
一
〇
︶、
第
三
に
、﹁
南
知
多
町
川
合
家
文
書
﹂
に
含
ま
れ
る
天
木
氏

の
系
譜
書
︵
後
掲
史
料
一
一
︶
で
あ
る
。

二
、
近
世
史
料
と
の
照
合

大
仙
寺
過
去
帳
は
、
明
確
な
成
立
年
次
は
不
明
だ
が
、
享
保
初
期
頃
ま
で
に
、

そ
れ
以
前
の
部
分
を
整
え
ら
れ
、
以
後
書
き
継
が
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
天
木

氏
の
情
報
は
、
少
な
く
と
も
五
九
名
を
検
出
し
て
い
る
。
相
互
関
係
を
示
す
記
述

も
見
受
け
ら
れ
、
下
人
と
も
大
仙
寺
で
弔
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
﹁
天
木
先
祖
﹂

と
特
記
さ
れ
た
四
名
の
存
在
が
目
を
引
く
。
以
下
、
過
去
帳
と
略
記
す
る
。

　

次
に
、
右
の
過
去
帳
と
照
合
し
て
ゆ
く
尾
張
藩
医
野
間
家
文
書
に
含
ま
れ
る

天
木
氏
関
係
史
料
に
つ
い
て
、
全
文
を
提
示
す
る
。
な
お
史
料
名
は
筆
者
に
よ
る

仮
題
、
史
料
八
内
の
系
図
に
付
し
た
○
番
号
は
、
行
論
の
必
要
上
、
筆
者
が
付
し

た
も
の
で
あ
る
。

［
史
料
八
］
天
木
・
片
岡
・
千
賀
氏
等
系
図₁₂

藤
原
家
越
智
伊
賀
守
従
吉
野
下
向
、
終
留
郷
于
当
庄
、
改
姓
天
木
、
食シ

ヨ
ク禄

公

家
代
々
、
生
戦
国
各
々
達
弓
箭

愚
按
ニ
人
王
九
十
五
代
後
醍
醐
天
皇
御
宇
、
元
亨
二
壬
戌
五
月
、
奥
州
安

藤
、
摂
州
渡
辺
紀
行
、
安
田
大
和
、
越
日
有
テレ
怨
二
高
時
管
領
二一

、
各
々
叛
武

命
云
々
、
年
代
記
九
ノ
廿
二
丁

　

 

①                                   

②      　

   　
　
　
　

         

③　

   

続
太
平
記
越
智
左
右
門
ト
者

△
天
木
越
智
尉　

ー　

天
木
越
智
尉　

ー　

天
木
左
右
門
太
輔

　

           

法
名
家
翁
常
珍
庵
主       

法
名
剛
夫
道
金
庵
主        

法
名
銀
山
常
全︵
金
︶庵
主

④
文
禄
四
未
八
月
亡
、
強
弓　

 

⑤
元
和
四
年
午
正
月
亡
、
去
年
被
催
百
年
忌
昔
年
勢

天
木
藤
左
右
門
尉　

ー　

天
木
太
良
左
右
門
尉

 

法
名
武
翁
道
文
庵
主                 

法
名
昭
応
道
鑑
庵
主

⑥
妻
佐
治
八
郎
家
臣
荻
野
清
左
門
孫
女
号
心
岳
貞
正
大
姉
谷
川
九
太
夫
女

天
木
太
兵
衛
秀
就
法
名
一
林
道
無
居
士

 

帰
依
三
宝
広
行
檀
度
万
治
四
丑
正
月
亡

⑦                        　
　
　
　

                      

⑧                         

⑨

天
木
太
兵
衛　
法
名
徳
叟
一
和
居
士　

天
木
文
蔵
ー
天
木
太
兵
衛
子
孫
在

　
　

                                                               

女
子
多
故
略
之

⑩　

明
暦
三
酉
三
月
十
八
日                          

⑪　
　
　
　
　
　
　

 

法
名
鏡
源
良
門
居
士

天
木
太
左
右
門
法
名
一
相
了
春
居
士

秀
之

  

天
木
太
左
衛
門
行
秀

　
　
　
　

 

同
三
右
衛
門
子
孫
在

祖
因
首
座

       

住
金
剛
寺

⑫天
木
太
左
衛
門
行
勝

出
家
某
住
慈
雲
寺

⑬天
木
庄
兵
衛
正
峰

⑭天
木
善
三
郎

同
善
兵
衛 　

天
木
文
助　

同
重
右
エ
門　

女
子
三
人

      
秀
光

同
五
郎
助
早
世

天
木
与
次
右
門

                

子
孫
在

於
亀
早
世
妙
林

於
久
貞
無

  

木
村
忠
左
妻
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［
史
料
九
］
備
前
国
天
木
玄
蕃
子
孫
源
太
左
衛
門
に
つ
き
調
書₁₃

　

備
前
国
小
嶋
郡
天
木
又
甘
木
共
城
主
天
木
玄
蕃
子
孫

　
　
　
　
　
　
　

当
村

　
　

千
石　
　
　

天
木
源
太
左
衛
門

当
時
者
備
前
之
家
老
三
万
六
千
石
池
田
出
雲
在
所
也
、
尤
天
木
殿
と
号

ス
、
此
家
中
ニ
天
木
を
名
乗
も
の
四
五
軒
も
有
之
、
今
城
ハ
破
滅
、
右
跡

屋
敷
地
ニ
而
罷
在
候
、
御
当
家
竹
腰
山
城
守
殿
今
尾
の
如
く
と
相
見
申
候

一 

紋
所
ハ
三
ツ
揚
羽
の
蝶
、
是
者
全
く
拝
領
紋
と
相
見
申
候
、
慥
ニ
者
難
申

候
得
共
、
裏
門
ハ
影
の
か
た
ば
ミ
と
相
覚
申
候
、
思
召
も
御
座
候
ハ
ヽ
、

折
々
あ
の
地
江
も
相
越
候
儀
も
御
座
候
付
、
御
系
図
等
も
篤
と
相
訂
、
差

上
可
申
て
も
宜
と
志
津
广
申
聞
候

［
史
料
一
〇
］
野
間
・
天
木
氏
等
に
つ
い
て
の
先
祖
書
付₁₄

　
　
　
　
　

野
間
忠
右
衛
門

　
　
　
　

知
多
郡
野
間
村

生
国
尾
州
、
仕　
　

信
長
公
、
東
照
宮
、
葬
地
不
相
分

　
　
　
　
　

野
間
次
郎
左
衛
門　

宗
春

　
　
　
　
　

野
間
左
衛
門
次
郎

　
　
　
　
　

野
間
長
十
郎

信
長
公
秀
吉
公
ニ
仕

右
書
付
御
サ
候
ヤ
不
相
分
、
承
度
事

　
　

越
智
伊
賀
守

　
　

墨
付
之
事

　

越
智
より
野
間
分
之
事

上
野
間
村
ニ
字
天
木
ト
申
地
、
右
有
之
哉
之
事

総
而
年
月
相
承
度
事

右
野
間
天
木
屋
敷
之
事

天
木
家
紋

　
　

井
桁　

桔
梗　

相
印
之
事

︵
後
略
︶

こ
れ
ら
の
史
料
を
伝
え
た
野
間
家
の
来
歴₁₅
で
あ
る
が
、
諸
大
名
に
医
術
で
仕
え

た
曲
直
瀬
玄
朔
︵
生
没
一
五
四
九
ー
一
六
三
一
︶
の
弟
子
で
、
知
多
郡
野
間
出
身

と
さ
れ
る
野
間
玄
琢
を
祖
と
仰
ぐ
も
、
確
か
な
つ
な
が
り
は
確
認
で
き
て
い
な

女
子
早
世
幻
休

    

志
賀
太
郎
左
衛
門
妻

女
子
於
末

字
蔵
主
早
世

大
渕
和
尚
住
熱
田
龍
珠
寺

九
十
而
寂
歳
円
位
頭

靏
枩
奥
潤
大
姉

 

法
名
梅
庵
元
香
居
士

片
岡
与
五
左
エ
門

同
惣
左
衛
門

千
賀
半
太
夫

   

到
津
継
跡

女
子
心
夏
妙
鉄
一
色

女
子
前
田
金
左
衛
門
室

太
田
妙
智 

奥
田

女
子　
貞
椿

貞
椿
居
士
母
方

母
方
家
譜

                                                                     

妻
千
賀
伝
右
衛
門
女

                                                                     

春
化
貞
憐
大
姉
ト
号

 

法
名
陽
林
道
春
居
士　

寛
永
十
一
年
十
一
月　

法
名
心
渓
了
安
居
士

△
片
岡
与
左
衛
門 

―
―
―
― 

片
岡
与
五
左
エ
門

 

妻
大
野
城
主
佐
治
与
九
郎
孫
女
玉
窓
妙
珍
大
姉
ト
号
承
応
四
年
未
亡

文
禄
元
壬
辰
朝
鮮
陣
赴
、
慶
長
二
年
亦
赴
、
得
朝
鮮
人
来
為
奴
婢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
孫
則
今
在

　

兵
衛

喜
右
門
尉

子
孫
九
刕
嶋
原

家
中
ニ
ア
リ

女
子
貞
椿
母
也

女
子
二
人　
一
人
津
千
賀
半
太
夫
養
母

一
人
内
海

　

寛
文
二
十
月
十
三
日

法
名
一
沖
休
罷
居
士 

千
賀
伝
右
エ
門
ー
同

室
　

桐
空
妙
梧
大
姉

　

  

寛
永
十
九
年
午
九
月
六
日
於

　

  

信
州
亡

　

初
蟹
江
城
在                      

法
名
旨
外
伝
叟
居
士

△
千
賀
五
左
右
門
尉　

千
賀
伝
右
門
尉

                                          

於
信
州
松
本
蒙
禄
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い
。
実
際
の
野
間
家
祖
と
み
ら
れ
る
自
求
は
、
母
方
の
実
家
で
あ
る
尾
張
藩
士
石

原
家
を
頼
っ
て
摂
津
大
坂
か
ら
尾
張
へ
移
住
し
、
延
宝
三
年
︵
一
六
七
五
︶
に
八

二
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
そ
の
子
の
林
安
が
、
元
禄
四
年
︵
一
六
九
一
︶
に
尾
張

藩
医
に
召
し
出
さ
れ
、
以
後
尾
張
藩
士
と
し
て
継
続
す
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
う
し

た
来
歴
の
野
間
家
に
、
上
記
の
よ
う
な
三
点
の
史
料
が
伝
来
し
た
の
か
。

史
料
八
、
史
料
一
〇
と
も
﹁
越
智
伊
賀
守
﹂
な
る
人
名
が
あ
り
、
史
料
八
は
越

智
氏
よ
り
﹁
改
姓
﹂
し
た
と
さ
れ
る
天
木
氏
の
歴
代
を
ま
と
め
る
。
一
方
、
史
料

一
〇
は
、﹁
越
智
より
野
間
分
之
事
﹂
つ
ま
り
越
智
氏
か
ら
分
か
れ
た
野
間
氏
に
属

す
る
次
郎
左
衛
門
ら
が
、
信
長
、
秀
吉
に
仕
え
た
証
跡
と
な
る
書
付
は
な
い
か
と

記
す
。
史
料
九
は
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
系
統
と
い
う
べ
き
備
前
天
木
氏
に
つ

い
て
記
す
。
尾
張
藩
士
野
間
家
は
、
形
の
う
え
で
家
祖
と
仰
ぐ
野
間
玄
琢
の
故
地

と
さ
れ
る
知
多
郡
野
間
周
辺
を
中
心
に
、
半
ば
手
当
た
り
次
第
に
情
報
を
求
め
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
史
料
八
が
、
偶
然
に
も
近
世
の

大
仙
寺
檀
越
天
木
氏
に
関
す
る
系
図
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
史
料
八
を

系
図
と
略
記
す
る

系
図
に
は
、
片
岡
氏
、
千
賀
氏
の
歴
代
も
付
載
さ
れ
て
お
り
、
両
氏
の
間
に
姻

戚
関
係
を
認
め
得
る
が
、
天
木
氏
歴
代
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
若
干
の
人
名
の
重

複
は
あ
る
も
の
の
、
特
段
の
記
事
は
な
い
。
そ
こ
で
検
討
対
象
を
系
図
の
天
木
氏

歴
代
に
絞
り
、
①
～
⑭
の
番
号
を
付
し
、
過
去
帳
の
記
載
と
照
合
し
、
⑤
道
鑑
以

後
に
記
載
が
増
加
す
る
係
累
に
つ
い
て
は
、
適
宜
⑤
～
⑭
の
各
人
に
関
連
付
け
て

ま
と
め
、
没
年
順
に
配
列
し
て
み
る
と
、
別
表
の
よ
う
に
な
る
。
過
去
帳
、
系
図

と
も
、
元
和
四
年
︵
一
六
一
八
︶
没
と
さ
れ
る
⑤
道
鑑
に
つ
い
て
、
系
図
に
は
百

年
忌
を
催
し
た
と
あ
り
、
享
保
二
年
︵
一
七
一
七
︶
頃
に
該
当
し
、
史
料
成
立
年

次
の
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
っ
た
く
別
々
の
と
こ
ろ
に
伝
来
し
た
天
木
氏
歴
代
の

過
去
帳
と
系
図
と
の
整
合
性
の
高
さ
は
、
お
そ
ら
く
、
尾
張
藩
士
野
間
家
の
関
係

者
が
大
仙
寺
の
過
去
帳
を
参
照
し
、
過
去
帳
で
は
判
明
し
な
い
通
称
や
諱
に
つ
い

て
関
係
者
に
取
材
し
、
系
図
と
し
て
ま
と
め
な
お
し
た
と
い
う
経
緯
に
よ
る
の
で

は
な
い
か₁₆
。

す
で
に
み
た
と
お
り
、
系
図
の
冒
頭
に
よ
れ
ば
、
天
木
氏
は
も
と
大
和
越
智
氏

に
出
自
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
③
常
金︵
全
︶︵

越
智
左
右
門
︶
は
、﹁
続
太
平
記₁₇
﹂

に
所
見
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
試
み
に
探
っ
て
み
る
と
、
巻
三
に
み
え
る
永
和

三
年
︵
一
三
七
七
︶
八
月
の
﹁
将
軍
家
石
清
水
御
参
詣
事
﹂
の
随
兵
に
﹁
越
智
左

衛
門
﹂
の
名
が
あ
る₁₈
も
の
の
、
時
期
の
隔
た
り
が
大
き
い
。
上
村
喜
久
子
は
、
慶

長
十
三
年
︵
一
六
〇
八
︶
上
野
間
村
本
田
検
地
帳
に
﹁
を
ち
田
﹂、
同
村
絵
図
に

﹁
落
田
﹂、
つ
ま
り
近
世
上
野
間
村
の
集
落
北
方
に
﹁
本
田
﹁
落
田
﹂︵
越
智
︶
の

小
字
﹂
が
あ
る
と
指
摘
し
、
史
料
二
の
左
衛
門
大
夫
の
肩
書
き
が
﹁
上
野
間
お

ち
﹂
で
あ
る
の
は
、
同
人
が
中
世
上
野
間
郷
の
﹁
村
落
の
中
心
﹁
お
ち
﹂
に
居
を

構
え
た
﹂
こ
と
を
示
す
か
と
み
る
︵
一
〇
九
頁
右
～
一
一
四
頁
左
︶。
①
～
③
の

﹁
越
智
﹂
呼
称
は
、
地
名
に
由
来
す
る
と
み
る
方
が
、
事
実
に
近
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
よ
う
な
別
の
妥
当
性
の
あ
る
見
解
に
た
ど
り
つ
け
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
系
図
の
作
成
者
が
、
常
金
の
通
称
を
探
っ
て
﹁
続
太
平
記
﹂
を
参
照
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
探
索
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
系
図
の
作
成

者
は
、
過
去
帳
の
①
常
珍
に
つ
い
て
も
同
様
に
探
索
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

通
称
が
延
徳
の
寄
進
状
に
も
通
じ
る
﹁
左
衛
門
太
夫
﹂
で
あ
っ
た
と
い
う
後
述
史

料
一
一
の
情
報
に
は
た
ど
り
つ
け
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

係
累
を
含
む
情
報
が
格
段
に
増
加
す
る
⑤
以
後
で
は
、
と
く
に
⑥
道
無
に
つ

い
て
、
系
図
に
﹁
妻
佐
治
八
郎
家
臣
荻
野
清
左
門
孫
女
、
号
心
岳
貞
正
大
姉
、
谷

川
九
太
夫
女
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
想
定
で
き
る
関
係

は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

荻
野
清
左
衛
門　

ー　

女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝　

ー　

女
︵
心
岳
貞
正
大
姉
・
荻
野
孫
女
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
川
九
太
夫　

＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
木
太
兵
衛
秀
就
︵
一
林
道
無
居
士
︶

過
去
帳
に
も
、﹁
天
木
道
無
内
方
﹂
と
し
て
﹁
心
岳
貞
正
大
姉　

慶
安
元
戊
子

六
月
﹂
の
記
載
が
あ
り
、﹁
天
木
多
兵
︵
道
無
か
︶
内
義
之
父
﹂
と
さ
れ
る
﹁
野

月
光
熊
居
士
﹂
は
、
谷
川
九
太
夫
に
該
当
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
付
載
の
片
岡

氏
系
図
の
場
合
、
初
代
与
左
衛
門
が
佐
治
氏
の
孫
女
を
妻
と
し
た
ら
し
く
、
さ
ら

に
、﹁
朝
鮮
陣
﹂
に
赴
き
﹁
朝
鮮
人
﹂
を
連
れ
帰
っ
て
﹁
奴
婢
﹂
と
し
、﹁
児
孫
﹂

が
今
も
い
る
と
記
し
て
お
り
、
目
を
引
く
。
戦
国
期
知
多
半
島
を
代
表
す
る
勢
力

で
あ
っ
た
佐
治
氏
の
被
官
層
と
し
て
、
荻
野
氏
、
谷
川
氏
、
天
木
氏
、
片
岡
氏
と

い
っ
た
有
力
者
層
が
存
在
し
、
互
い
に
通
婚
関
係
に
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出

兵
に
動
員
さ
れ
、
そ
の
際
朝
鮮
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
々
が
お
り
、﹁
奴
婢
﹂

に
さ
れ
た
と
読
め
る
。
天
木
氏
が
召
し
使
っ
て
い
た
﹁
下
人
﹂
の
な
か
に
も
、
同

様
の
存
在
が
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
佐
治
氏
は
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
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別
表
　
大
仙
寺
過
去
帳
と
史
料
八
【
野
間
】
と
の
対
照
表
（〔
漢
数
字
〕
は
過
去
帳
の
見
開
き
記
載
頁
数
）

①
家
翁
常
珍
庵
主
【
野
間
：
天
木
越
智
尉
・
法
名
家
翁
常
珍
庵
主
】

　
　
　
　
　
　

天
木
先
祖
︹
五
六
︺

　

晴
雲
珠
光
大
姉

②
剛
夫
道
金
庵
主
【
野
間
：
天
木
越
智
尉
・
法
名
剛
夫
道
金
庵
主
】

　
　
　
　
　
　

天
木
先
祖
︹
一
三
︺

　

久
岳
妙
昌
大
姉

③
銀
山
常
金
庵
主
【
野
間
：
天
木
左
右
門
太
輔
・
続
太
平
記
越
智
左
右
門
ト
者
、
法
名
銀
山
常
全

︵
マ
マ
︶庵
主
】

　
　
　
　
　
　

天
木
先
祖
︹
七
︺

　

機
外
正
鍳
大
姉

④
武
翁
道
文
庵
主
　
慶
長
元
丙
申1596

八
月
俗
名
藤
右
【
野
間
：
天
木
藤
左
右
門
尉
・
文
禄
四
未1595

八
月
亡
・
強
弓
・
法
名
武
翁
道
文
庵
主
】

　
　
　
　
　
　

天
木
先
祖
︹
五
二
︺

　

実
峰
妙
秋
大
姉　
　
　
　
　

雲
板
之
檀
主

⑤
昭
応
道
鑑
居
士
〔
四
四
〕　
元
和
四
戊
午1618

正
月

　
　
　
　
　
　
天
木
道
無
父

【
野
間
：
天
木
太
良
左
右
門
尉
・
元
和
四
年
午
正
月
亡
、
去
年
被
催
百
年
忌
昔
年
勢
・
法
名
昭
応
道
鑑
庵
主
】

茂
林
秀
繁
大
姉
︹
二
四
︺　

寛
永
十
二
乙
亥1635

三
月

　
　
　
　
　
　

天
木
道
無
母

無
意
祐
三
大
姉
︹
八
八
︺　

寛
永
十
八
辛
巳1641
正
月

　
　
　
　
　
　

天
木
道
無
伯
母

幽
岳
宇
公
知
蔵
︹
二
〇
︺　

寛
永
十
九
午1642

十
一
月

　
　
　
　
　
　

天
木
道
無
子

心
岳
貞
正
大
姉
︹
五
四
︺　

慶
安
元
戊
子1648

六
月

　
　
　
　
　
　

天
木
道
無
内
方

夢
庵
妙
惺
大
姉
︹
三
〇
︺　

慶
安
元
戊
子1648

六
月

　
　
　
　
　
　

天
木
多
兵
︵
太
兵
衛
・
道
無
か
︶
女
子

野
月
光
熊
居
士
︹
五
八
︺　

慶
安
五
壬
辰1652

二
月

　
　
　
　
　
　

天
木
多
兵
︵
太
兵
衛
・
道
無
か
︶
内
義
之
父

性
海
禅
定
門
︹
八
六
︺　

万
治
三
子1660

ノ
六
月

　
　
　
　
　
　

天
木
多
兵
︵
太
兵
衛
・
道
無
か
︶
下
人

⑥
一
林
道
無
居
士
〔
六
〇
〕　
万
治
四1661

辛
丑
正
月

　
　
　
　
　
　
天
木
氏

【
野
間
：
天
木
太
兵
衛
秀
就
法
名
一
林
道
無
居
士
・
妻
佐
治

八
郎
家
臣
荻
野
清
左
門
孫
女
号
心
岳
貞
正
大
姉
谷
川
九
太
夫

女
・
帰
依
三
宝
広
行
檀
度
万
治
四
丑
正
月
亡
】

天
霜
童
子
︹
三
〇
︺　

延
宝
元
丑1673

霜
月

　
　
　
　
　
　

天
木
多
兵
︵
太
兵
衛
・
一
和
か
︶
下
人

秀
峰
童
子
︹
四
六
︺　

延
宝
四
辰1674

八
月

　
　
　
　
　
　

天
木
一
和
孫

自
通
禅
定
門
︹
一
二
三
︺　

貞
享
元
子1684

七
月

　
　
　
　
　
　

天
木
多
兵
右
︵
太
兵
衛
・
一
和
か
︶
下
人

⑦
徳
叟
一
和
居
士
〔
七
〕　
貞
享
三
丙
寅1686

八
月

　
　
　
　
　
　
天
木
多
兵
右
父

【
野
間
：
天
木
太
兵
衛
・
女
子
多
故
略
之
・
法
名
徳
叟
一
和

居
士
】

天
屋
妙
冨
大
姉
︹
二
六
︺　

元
禄
九
子1696

九
月

　
　
　
　
　
　

天
木
多
兵
右
母

陽
興
貞
健
尼
蔵
主
︹
九
︺　

元
禄
十
六
未1703

四
月
五
日
也

　
　
　
　
　
　

天
木
一
和
娘

青
輪
秋
暁
童
子
︹
五
四
︺　

天
木
一
和
孫
︵
年
月
記
載
な
し
︶

⑩
一
相
了
春
居
士
〔
三
八
〕　
明
暦
三
丁
酉1657

三
月

　
　
　
　
　
　
天
木
多
左

【
野
間
：
天
木
太
左
右
門
・
明
暦
三
酉
三
月
十
八
日
・
法
名
一
相
了
春
居
士
・
秀
之
】

梅
意
妙
林
禅
定
尼
︹
五
〇
︺　

寛
文
二
年1662

六
月

　
　
　
　
　
　

天
木
多
左
女
子

⑧
柏
堂
宗
堅
居
士
〔
二
七
〕　
天
木
十
兵
衛
祖
父
文
蔵

　
　
　

享
保
十
七
壬
子1732

八
月　

八
代
目
寿
八
十
九
歳

【
野
間
：
天
木
文
蔵
】

⑪
鏡
源
良
心
居
士
〔
二
一
〕　
享
保
二
丁
酉1717

三
月

　
　
　
　
　
　
天
木
多
左
右
門
父

【
野
間
：
天
木
太
左
衛
門
行
秀
・
法
名
鏡
源
良
心
居
士
】

⑨
︵
該
当
未
確
認
︶

【
野
間
：
天
木
太
兵
衛
・
子
孫
在
】

寿
海
永
昌
大
姉
︹
二
五
︺　

延
享
三
丙
寅1746

七
月

　
　
　
　
　
　

天
木
重
兵
衛
︵
十
兵
衛
カ
︶
老
母

純
叟
見
真
居
士
︹
一
一
九
︺　

明
和
九
辰1772

四
月

　
　
　
　
　
　

天
木
重
兵
衛
︵
十
兵
衛
カ
︶

妙
高
自
妙
大
姉
︹
六
〇
︺　

享
保
六
丑1721

十
二
月

天
木
多
左
右
門
︵
太

左
衛
門
カ
︶
内
儀

芳
隣
貞
椿
大
姉
︹
二
三
︺　

享
保
十
三
戊
申1728

二
月

　
　
　

天
木
太
左
衛
門
亡
母

⑫
孝
山
了
道
居
士
〔
三
九
〕　

享
保
十
四
己
酉1729

正
月

　
　
　
天
木
太
左
衛
門

【
野
間
：
天
木
太
左
衛
門
行

勝
】

⑬
天
木
荘
兵

衛
〔
二
七
〕

︵
紙
重
な
り

下
未
確
認
︶

【
野
間
：
天

木
庄
兵
衛
正

降
】

円
相
童
子
︹
三
三
︺　

享
保
四
己
亥1719

九
月

　
　
　
　
　
　
　

天
木
善
三
郎
幼
息

慈
渓
妙
順
信
女
改
大
姉
︹
一
二
︺　

元
文
三
戊
午1738

十
一
月

　
　
　
　
　
　
　

天
木
善
三
郎
息
女
、
左
平
次
妻

⑭
円
応
浄
智
庵
主
〔
四
七
〕　
宝
暦
七
丁
丑1757

八
月

　
　
　
　
　
　
　
天
木
善
三
郎

【
野
間
：
天
木
善
三
郎
】

花
月
幻
曄
祥
童
女
︹
一
〇
三
︺　

明
和
四
丁
亥1767

二
月

　
　
　
　
　
　
　

天
木
善
三
郎
娘
お
コ
ノ

春
窓
妙
暁
禅
定
尼
︹
一
一
五
︺　

天
明
八
戊
申1789

正
月

　
　
　
　
　
　
　

天
木
善
三
郎
下
女

華
雲
良
栄
信
士
︹
七
七
︺　

寛
政
九
巳1797

正
月

　
　
　
　
　
　
　

天
木
善
三
郎
子
久
三
郎

不
琢
浄
球
居
士
︹
三
七
︺　

寛
政
十
午1798

十
月

　
　
　
　
　
　
　

天
木
善
三
郎
男
善
之
助
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に
先
立
つ
天
正
十
二
年
︵
一
五
八
四
︶
に
大
野
城
主
の
地
位
を
失
っ
た
と
さ
れ
て

い
る₁₉
。
そ
の
の
ち
誰
が
、
彼
ら
を
率
い
て
朝
鮮
の
陣
に
赴
い
た
の
か
、
系
図
に
は

と
く
に
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
荻
野
氏
や
谷
川
氏
な
ど
の
そ
の
後
の
消
息
は
未
確

認
だ
が
、
天
木
氏
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
出
兵
の
時
期
に
﹁
強
弓
﹂
を
誇
っ
た
④
道

文
を
輩
出
し
、
そ
の
の
ち
兵
か
ら
農
に
帰
し
た
も
の
の
、
な
お
複
数
の
下
人
を
家

内
に
抱
え
、
菩
提
寺
に
ま
で
従
え
て
い
る
近
世
前
期
有
力
百
姓
の
一
典
型
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
の
の
ち
、
⑦
太
兵
衛
は
兄
と
み
ら
れ
る
⑥
道
無
の
養
子
と
な
っ
た
よ
う
で
、

⑦
～
⑨
と
⑩
～
⑭
と
の
系
譜
に
わ
か
れ
る
。
系
図
に
み
え
る
⑨
太
兵
衛
は
、
過
去

帳
で
該
当
人
物
を
確
認
で
き
な
い
が
、
過
去
帳
で
は
⑧
文
蔵
に
﹁
天
木
十
兵
衛
祖

父
文
蔵
﹂
と
あ
り
、
⑨
太
兵
衛
の
配
偶
者
と
み
ら
れ
る
﹁
重︵
十
︶兵
衛
老
母
﹂
お
よ
び

﹁
重︵
十
︶
兵
衛
﹂
の
記
載
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
⑧
文
蔵
ー
⑨
太
兵
衛
・
重︵
十
︶
兵
衛
母
の
夫

婦
ー
重︵
十
︶兵
衛
の
系
譜
が
存
在
す
る
も
の
と
判
断
し
た
。

過
去
帳
で
は
、
⑪
太
左
衛
門
の
三
子
の
な
か
で
も
、
⑭
善
三
郎
の
係
累
の
記
述

が
多
い
。
同
人
の
法
名
が
、
①
～
④
以
来
久
方
ぶ
り
に
﹁
庵
主
﹂
で
あ
る
こ
と
も

注
意
し
て
お
こ
う
。
重
要
な
の
は
、
系
図
が
、
過
去
帳
で
享
保
二
年
︵
一
七
一

七
︶
死
去
と
わ
か
る
⑪
太
左
衛
門
の
法
名
を
記
す
一
方
、
享
保
十
四
年
の
死
去
と

分
か
る
⑫
太
左
衛
門
の
法
名
を
記
さ
ず
、
こ
の
間
の
成
立
だ
と
考
え
ら
れ
る
点
で

あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
過
去
帳
も
享
保
期
に
体
裁
を
整
え
た
形
跡
が
あ

り
、
尾
張
藩
士
野
間
家
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
う
け
て
、
調
整
な
ど
が
な
さ
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
尾
張
藩
士
野
間
家
伝
来
の
系
図
と
、
大
仙
寺
伝
来
の
過
去
帳
と
に
み
え

る
天
木
氏
系
譜
の
照
合
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
一
本
、
別
の
天

木
氏
系
譜
を
参
照
し
た
い
。
知
多
郡
師
崎
村
に
屋
敷
を
有
し
た
尾
張
藩
士
千
賀
家

の
家
老
で
あ
っ
た
南
知
多
町
川
合
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

［
史
料
一
一
］
天
木
氏
之
系
図
書₂₀

︵
包
紙
︶

﹁
天
木
之
系
図
書
付

　

壱
通
入

　
　

申
三
月
廿
日
改
封
﹂

︵
包
紙
反
古
︶

﹁
引
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

御
足
知
行

□
四
石
四
斗
八
升
七
合　

日
間
賀
島
之
内

　

取
米　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

免
弐
ツ

　

外
□　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
米

二
口
米

　

代
金

　
　

外
銀
四
匁
五
分　
　

夫
銀

日
間
賀
嶋

　

合
金

　
　

内

　
　

一
金
［　
　
　

］
里
出
分
﹂

天
木
先
祖
書

本
国
ハ
和
州
宇
知
郡
之
住
人
也
、
応
永
之
頃
尾
州
知
多
郡
坂
井
村
居
住
仕

候
、
大
和
ニ
テ
ノ
本
名
ハ
越
知
与
申
候
、
越
知
伊
賀
守
ノ
末
孫
也
、
知
多
郡

へ
被
参
天
木
ト
改
名
仕
候
、
天
木
ハ
則
在
名
也

天
木
左
衛
門
太
夫

二
代
越
知
之
丞

三
代
左
衛
門
太
夫

四
代
藤
左
衛
門
尉

五
代
太
郎
左
門
尉

六
代
太
兵
衛
秀
次

七
代
太
兵
衛
秀
延

本
家
ハ
上
ノ
間
村
ニ
罷
有
候
、
太
兵
衛
秀
次
ト
申
人
須
佐
村
へ
被
参
候

秀
次
ノ
子

天
木
善
兵
衛
秀
光

弟同
又
介
秀
之

男同
十
右
衛
門
光
玄

同
善
六
時
中
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史
料
の
素
性
で
あ
る
が
、﹁
五
代
﹂
ま
で
は
お
お
む
ね
上
述
の
①
～
⑤
に
重
な

る
。
し
か
し
⑤
道
鑑
︵
太
良
左
右
門
尉
、
五
代
太
郎
左
門
尉
︶
の
子
に
あ
た
る
と

み
ら
れ
る
﹁
六
代
太
兵
衛
秀
次
﹂
に
該
当
す
る
人
名
は
、
過
去
帳
に
も
系
図
に
も

見
出
せ
な
い
。
別
表
に
も
示
し
た
と
お
り
、
⑥
道
無
、
⑦
太
兵
衛
、
⑩
太
左
右
門

︵
多
左
︶
の
兄
弟
の
う
ち
、
⑥
の
諱
は
秀
就
、
⑩
の
諱
は
秀
之
と
さ
れ
る
の
で
、

⑦
太
兵
衛
の
諱
が
あ
る
い
は
秀
次
で
あ
ろ
う
か
。
他
方
で
、
系
図
の
⑥
⑦
⑩
の
兄

弟
に
、
史
料
一
一
で
は
﹁
秀
次
ノ
子
﹂
だ
と
い
う
﹁
善
兵
衛
秀
光
﹂
の
名
が
あ

る
。
仮
に
⑦
の
諱
が
秀
次
で
あ
る
と
す
る
と
、
秀
次
と
秀
光
と
の
関
係
は
、
系
図

で
は
兄
弟
、
史
料
一
一
で
は
親
子
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
あ
る
い
は
兄
弟
養
子

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
後
世
の
主
観
や
誤
解
の
入
る
系
譜
に
つ
い

て
、
こ
れ
以
上
の
穿
鑿
は
無
益
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
史
料
一
一
は
、
過
去
帳
で

と
り
わ
け
手
厚
く
記
載
さ
れ
て
い
る
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
系
統
と
は
異
な
り
、
お
そ
ら
く

⑦
の
系
譜
を
ひ
き
つ
つ
も
、
⑧
⑨
と
は
別
に
、
須
佐
村
に
移
住
し
た
と
さ
れ
る
天

木
氏
の
系
譜
か
と
み
て
お
き
た
い
。

こ
の
史
料
一
一
で
は
、
と
り
わ
け
次
の
二
点
が
注
目
さ
れ
る
。

第
一
に
、
天
木
氏
の
先
祖
と
さ
れ
る
大
和
越
智
氏
が
、
応
永
の
こ
ろ
に
﹁
知
多

郡
坂
井
村
﹂
に
居
住
し
た
と
い
う
独
自
の
記
事
で
あ
る
。
応
永
最
後
の
応
永
三
十

五
年
︵
一
四
二
八
︶
か
ら
、
延
徳
の
寄
進
状
の
延
徳
三
年
︵
一
四
九
一
︶
ま
で

は
、
六
三
年
を
隔
て
る
が
、
相
互
に
無
関
係
と
も
言
い
切
れ
な
い
時
間
幅
で
あ
ろ

う
。
上
村
喜
久
子
が
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
中
世
上
野
間
郷
は
、
近
世
の
上

野
間
村
と
坂
井
村
と
を
含
み
、
史
料
二
の
左
衛
門
大
夫
の
肩
書
き
﹁
上
野
間
お

ち
﹂
に
つ
い
て
、
上
村
は
近
世
上
野
間
村
内
の
小
字
名
と
み
る
。
ま
た
、
史
料
一

一
の
作
成
当
時
の
﹁︵
天
木
氏
︶
本
家
ハ
上
ノ
間
村
﹂
に
居
住
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
木
氏
の
本
拠
は
上
野
間
だ
と
い
う
記
事
が
基
本
で
あ
る
な
か
、

史
料
一
一
は
、
中
世
如
意
院
領
の
点
在
し
た
近
世
坂
井
村
域
も
ま
た
、﹁
天
木
先

祖
﹂
に
と
っ
て
重
要
な
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
独
自
の
記
事
を
備
え
て
い
る

点
で
、
注
目
で
き
よ
う
。

第
二
に
、
系
図
が
通
称
を
﹁
左
右
門
太
輔
﹂
と
記
し
た
③
常
金
と
と
も
に
、
お

そ
ら
く
系
図
の
①
常
珍
に
該
当
す
る
人
物
に
つ
い
て
、﹁
天
木
左
衛
門
太
夫
﹂
と

記
し
て
お
り
、
刮
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
史
料
一
一
は
右
に
み
た
よ
う
に
、
越
智

氏
の
応
永
期
に
お
け
る
坂
井
村
居
住
を
記
し
、
延
徳
期
に
お
け
る
上
野
間
居
住
を

記
さ
な
い
点
な
ど
か
ら
み
て
も
、
延
徳
の
寄
進
状
と
は
別
個
に
、
①
常
珍
の
通
称

が
﹁
左
衛
門
太
夫
﹂
だ
と
い
う
情
報
を
記
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
上
村
は
、
延

徳
の
寄
進
状
の
﹁
大
夫
﹂
に
つ
い
て
﹁
五
位
の
称
﹂
で
あ
り
、
左
衛
門
大
夫
は

﹁
売
位
の
時
勢
に
乗
る
財
力
を
も
つ
有
力
武
士
﹂
と
み
る
︵
一
〇
六
頁
左
︶
が
、

中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、﹁
大
夫
﹂﹁
太
輔
﹂﹁
太
夫
﹂
な
ど
は
、
一

定
の
有
力
者
に
よ
る
買
得
や
自
称
が
可
能
で
あ
り
、
厳
密
に
区
別
さ
れ
ず
用
い
ら

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
過
去
帳
や
系
図
に
よ
れ
ば
、
没
年
が
分
か
る
の
は
④
道
文

か
ら
で
、
文
禄
四
年
︵
一
五
九
五
︶
ま
た
は
翌
慶
長
元
年
の
没
と
さ
れ
る
が
、
③

常
金
が
そ
の
先
代
で
あ
る
と
す
る
と
、
慶
長
元
年
か
ら
一
〇
五
年
も
前
に
あ
た
る

延
徳
三
年
に
寄
進
状
を
出
す
と
は
考
え
が
た
い
。
他
方
で
、
一
般
に
一
世
代
三
〇

年
と
す
る
な
ら
ば
、
年
代
的
に
も
ほ
ぼ
合
致
す
る
①
の
家
翁
常
珍
庵
主
・
天
木
越

智
尉
こ
そ
、
延
徳
の
寄
進
状
の
差
出
主
で
あ
る
左
衛
門
大
夫
に
該
当
す
る
と
考
え

得
る
。

お
わ
り
に

大
仙
寺
文
書
か
ら
新
た
に
見
出
さ
れ
た
延
徳
三
年
︵
一
四
九
一
︶
十
月
の
寄
進

状
︵
延
徳
の
寄
進
状
、
史
料
一
、
二
︶
の
発
給
者
で
あ
る
左
衛
門
大
夫
に
つ
い

て
、
本
稿
で
は
上
村
喜
久
子
が
中
世
史
料
の
収
集
検
討
に
基
づ
き
提
案
し
た
戸
田

宗
光
説
に
対
し
、
近
世
史
料
の
収
集
検
討
に
基
づ
い
て
、
戸
田
氏
に
な
ら
ぶ
知
多

半
島
域
の
有
力
者
で
あ
っ
た
佐
治
氏
の
被
官
層
と
通
婚
関
係
を
も
つ
よ
う
な
階
層

に
属
し
た
家
翁
常
珍
庵
主
︵
過
去
帳
︶
＝
天
木
越
智
尉
・
法
名
家
翁
常
珍
庵
主

︵
系
図
︶
＝
天
木
左
衛
門
太
夫
︵
史
料
一
一
︶
に
該
当
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

で
は
、﹁
天
木
氏
を
彼
の
末
裔
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂︵
一
〇
六
頁
左
︶
と

い
う
上
村
の
意
見
は
誤
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
世
の
由
緒
書
類
に
左
衛
門
大

夫
へ
の
言
及
が
な
い
と
い
う
上
村
の
論
拠
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
よ
う
か
。

上
村
も
挙
げ
た
天
正
五
年
︵
一
五
七
七
︶
の
雲
版
銘₂₁
は
、
過
去
帳
で
も
﹁
雲
板

之
檀
主
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
④
道
文
︵
天
木
藤
左
衛
門
︶
が
、
近
親
者
と
み
ら
れ

る
﹁
覚
翁
秋
円
禅
定
門
﹂
の
﹁
菩
提
﹂
の
た
め
に
寄
進
し
た
も
の
だ
と
記
す
。
し

か
し
こ
の
﹁
覚
翁
秋
円
禅
定
門
﹂
は
、
本
稿
で
収
集
で
き
た
諸
系
譜
類
に
よ
る
限

り
、
④
道
文
に
先
立
つ
①
～
③
に
該
当
す
る
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
④
道
文

は
③
常
金
の
養
子
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
①
～
④
の
歴
代
は
、
過
去

帳
で
は
﹁
天
木
先
祖
﹂
と
特
記
さ
れ
、
系
図
で
は
そ
れ
ぞ
れ
﹁
天
木
﹂
氏
姓
を
つ
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け
て
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
不
審
な
点
も
目
立
つ
。
彼
ら
は
実
際
に
は
相
互
に
無
関

係
の
故
人
た
ち
の
寄
せ
集
め
か
も
し
れ
ず
、
架
空
の
人
物
の
寄
せ
集
め
か
と
も
疑

わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
系
図
は
過
去
帳
か
ら
①
常
珍
な
ど
の
情
報
を
得
て
、
③
常

金
に
つ
い
て
﹁
続
太
平
記
﹂
を
参
照
し
通
称
を
補
う
な
ど
、
わ
か
る
範
囲
で
通
称

や
諱
を
付
加
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
過
去
帳
や
系
図
の
作
成
者
た

ち
が
参
照
し
た
以
外
に
も
、
①
の
通
称
は
﹁
天
木
左
衛
門
太
夫
﹂
だ
と
記
す
系
譜

︵
史
一
一
︶
や
、
世
代
的
・
時
期
的
に
該
当
し
得
る
﹁
左
衛
門
大
夫
﹂
の
名
を
記

す
延
徳
の
寄
進
状
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
①
常
珍
は
、
過
去
帳
や
系
図

の
作
成
者
の
視
野
外
に
も
複
数
の
痕
跡
が
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
実
在
の
人
物
と

み
て
差
し
支
え
な
い
。

そ
う
し
た
前
提
の
う
え
に
た
っ
て
注
目
し
た
い
の
が
、
⑤
道
鑑
を
め
ぐ
る
大
き

な
変
化
で
あ
る
。
改
め
て
整
理
し
て
お
く
と
、
⑤
道
鑑
が
⑥
道
無
の
﹁
父
﹂
で
あ

る
と
い
っ
た
記
載
は
道
鑑
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
元
和
四
年
︵
一
六
一
八
︶

の
死
去
と
さ
れ
る
⑤
道
鑑
の
百
回
忌
供
養
が
、
享
保
二
年
︵
一
七
一
七
︶
の
頃
に

執
行
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
⑤
⑥
を
境
目
と
し

て
、
歴
代
の
法
名
が
お
お
む
ね
﹁
庵
主
﹂
か
ら
﹁
居
士
﹂
へ
と
変
化
し
て
い
る
の

は
、
天
木
氏
の
近
世
上
層
百
姓
と
し
て
の
家
格
成
立
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

︵
史
料
七
︶
に
示
さ
れ
る
寛
永
六
年
︵
一
六
二
九
︶
の
如
意
院
か
ら
大
仙
寺
へ
の

中
興
が
、
⑥
道
無
の
代
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
、
⑥
道
無
が
わ
ざ
わ
ざ
、
系
図
に

よ
れ
ば
弟
と
み
ら
れ
る
⑦
一
和
を
養
子
に
迎
え
た
ら
し
い
こ
と
に
も
注
意
し
た

い
。
こ
れ
ら
は
、
⑤
道
鑑
の
子
で
、
佐
治
氏
被
官
の
孫
女
を
妻
に
む
か
え
た
⑥
道

無
こ
そ
、
近
世
天
木
氏
と
い
う
イ
エ
の
実
質
的
な
始
祖
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

過
去
帳
で
①
～
④
の
歴
代
が
﹁
天
木
先
祖
﹂
と
み
な
さ
れ
た
の
も
、
⑥
道
無
に
よ

る
イ
エ
確
立
以
後
、
つ
ま
り
近
世
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

延
徳
の
寄
進
状
の
場
合
、
現
存
す
る
文
面
を
見
る
限
り
、
身
近
な
近
親
者
の
菩

提
供
養
へ
の
関
心
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
上
級
領
主
層
の
寄
進
状
類
な
ら
ば
見
受

け
ら
れ
る
﹁
先
祖
﹂
や
﹁
子
孫
﹂
と
い
っ
た
存
在
を
意
識
し
て
い
た
形
跡
は
読
み

取
り
が
た
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
も
、
①
常
珍
ら
が
﹁
天
木
先
祖
﹂
と
さ
れ

た
の
は
、
近
世
以
後
に
成
立
し
た
認
識
と
考
え
ら
れ
る
。
延
徳
の
寄
進
状
は
、
内

容
、
背
景
、
意
図
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
そ
れ
自
体
は
近
世
以
後
に
成
立
し
た
認

識
で
あ
る
﹁
天
木
先
祖
﹂
の
関
連
史
料
と
み
な
し
が
た
い
。
系
図
作
成
者
が
寄
進

状
を
見
知
っ
て
い
な
が
ら
、
過
去
帳
と
対
照
し
な
か
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の

見
識
を
示
す
と
す
ら
言
い
得
る
。
こ
れ
に
対
し
本
稿
で
は
、
本
質
的
に
別
物
で
あ

る
延
徳
の
寄
進
状
と
過
去
帳
と
の
間
に
、
野
間
家
文
書
と
川
合
家
文
書
の
系
譜
を

入
れ
込
ん
で
、
左
衛
門
大
夫
と
常
珍
と
の
一
致
を
見
出
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
な

り
の
妥
当
性
は
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
も
と
よ
り
、
異
質
な
史
料
に
み
え
る
人
名

の
一
致
を
完
全
に
証
明
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
不
一
致
の
余
地
を

残
し
な
が
ら
、
あ
え
て
一
致
を
説
く
こ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
大
仙
寺
な
ど
の
菩
提
寺
に
期
待
さ
れ
て
い
た
重
要
な
役

割
は
、
仮
に
事
実
に
反
し
て
い
る
に
せ
よ
、﹁
先
祖
ー
子
孫
﹂
の
相
互
尊
重
は
遠

い
過
去
か
ら
未
来
に
い
た
る
ま
で
永
続
す
る
不
変
の
価
値
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

人
々
の
生
死
を
め
ぐ
る
不
安
感
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
点

で
、
菩
提
寺
と
い
う
場
に
残
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
異
質
な
史
料
を
照
合
し
、
過
去
帳

で
﹁
天
木
先
祖
﹂
と
さ
れ
た
常
珍
が
、
延
徳
の
寄
進
状
を
出
し
た
左
衛
門
大
夫
に

一
致
し
、
実
在
す
る
人
物
で
あ
る
可
能
性
を
見
出
し
た
本
稿
の
作
業
は
、
菩
提
寺

に
期
待
さ
れ
た
信
仰
の
営
み
、
つ
ま
り
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
﹁
先
祖
﹂
の
実
在
の

主
張
、
に
足
を
踏
み
入
れ
た
面
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。﹁
天
木
氏
を
彼
の
末

裔
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
い
う
上
村
の
見
解
に
立
ち
戻
る
な
ら
ば
、
論
拠

と
な
っ
た
近
世
の
由
緒
書
類
に
お
け
る
左
衛
門
大
夫
の
不
在
と
は
、
左
衛
門
大
夫

が
事
実
と
し
て
﹁
天
木
先
祖
﹂
で
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
ず
、
自

ず
か
ら
忘
却
の
彼
方
に
去
っ
た
遠
祖
で
あ
る
可
能
性
を
、
本
稿
で
は
重
視
し
て
い

る
。
他
方
で
、
忘
却
の
彼
方
に
去
っ
た
遠
祖
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
左
衛
門
大

夫
と
い
う
存
在
を
、
本
稿
で
作
業
し
た
よ
う
に
、
あ
え
て
過
去
帳
に
記
さ
れ
た
常

珍
と
一
致
す
る
﹁
天
木
先
祖
﹂
と
み
な
す
信
仰
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い

う
点
で
、
上
村
の
見
解
は
正
し
い
。
左
衛
門
大
夫
と
常
珍
と
の
一
致
と
不
一
致
と

を
め
ぐ
る
本
稿
の
作
業
は
、
事
実
と
し
て
の
遠
祖
と
崇
拝
さ
れ
る
先
祖
と
は
同
一

人
で
あ
っ
て
も
同
一
で
な
か
っ
た
こ
と
を
め
ぐ
る
考
察
で
あ
り
、
近
世
有
力
百
姓

の
菩
提
寺
に
お
い
て
未
完
成
の
状
態
に
あ
っ
た
先
祖
信
仰
の
事
例
を
示
し
た
も

の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
う
。

注
⑴　

筆
者
も
当
日
の
調
査
に
参
加
し
、
上
村
喜
久
子
が
担
当
し
た
当
該
史
料
を
望
見
し
つ

つ
、
主
と
し
て
大
仙
寺
近
世
史
料
の
調
査
に
従
事
し
た
。
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⑵　
﹁
大
仙
寺
文
書
﹂︵﹃
愛
知
県
史　

資
料
編
一
四　

中
世
・
織
豊
﹄
巻
頭
図
版
一
四
、
八

五
三
頁
補
一
三
三
号
︶。

⑶　
﹁
大
仙
寺
文
書
﹂︵
同
右
、
八
五
三
頁
補
一
三
四
号
︶。

4　

上
村
喜
久
子
﹁︿
史
料
紹
介
﹀
延
徳
三
年
左
衛
門
大
夫
某
寄
進
状
・
上
野
間
如
意
院
領

田
畠
坪
付
之
本
帳
︵
大
仙
寺
文
書
︶﹂︵﹃
知
多
半
島
の
歴
史
と
現
在
﹄
一
六
、
二
〇
一

二
年
︶。

5　
﹁
田
原
近
郷
聞
書
﹂︵
太
平
寺
文
書
︶︵﹃
愛
知
県
史　

資
料
編
一
〇　

中
世
三
﹄
一
七

頁
三
一
号
︶。

⑹　
﹁
血
脈
衆
﹂︵
乾
坤
院
所
蔵
︶︵
同
右
、
五
三
頁
一
〇
五
号
︶。
な
お
﹃
新
編
東
浦
町
誌　

資
料
編
三
︵
原
始
・
古
代
・
中
世
︶﹄
二
〇
五
頁
以
下
に
写
真
図
版
つ
き
の
翻
刻
あ

り
、
該
当
箇
所
は
二
一
一
頁
。

⑺　
﹁
長
興
寺
文
書
︵
田
原
市
︶﹂︵
同
右
、
二
一
七
頁
四
九
五
号
︶。

⑻　
﹁
長
興
寺
文
書
︵
田
原
市
︶﹂︵
同
右
、
二
二
九
頁
五
二
六
号
︶。

⑼　

史
料
二
の
花
押
図
版
は
、
上
村
前
掲
注
４
論
文
、
一
〇
四
頁
図
版
か
ら
の
転
載
、
史

料
五
、
六
の
図
版
は
、﹁
長
興
寺
文
書
﹂︵
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
三
〇
七

一
・
五
五
ー
三
六
︶
に
よ
る
。

⑽　

美
浜
大
仙
寺
所
蔵
︵﹃
愛
知
県
史　

資
料
編
一
四　

中
世
・
織
豊
﹄
一
〇
〇
五
頁
補
三

七
六
号
︶。

⑾　
﹁
大
仙
寺
文
書
﹂︵
未
刊
︶。

⑿　
﹁
野
間
家
文
書
﹂
四
ー
一
〇
一
︵
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
︶。

⒀　
﹁
野
間
家
文
書
﹂
四
ー
一
〇
三
︵
同
右
︶。

⒁　
﹁
野
間
家
文
書
﹂
四
ー
一
〇
八
︵
同
右
︶。

⒂　
﹃
濃
尾
の
医
術
ー
尾
張
藩
奥
医
師　

野
間
家
文
書
を
中
心
に
ー
﹄︵
名
古
屋
大
学
附
属

図
書
館　

二
〇
〇
八
年
春
季
特
別
展
図
録
︶
四
～
九
頁
︵
西
島
太
郎
執
筆
︶
に
よ
る
。

⒃　

二
〇
二
〇
年
一
月
十
一
日
開
催
の
﹁
中
世
史
・
近
世
史
研
究
会
合
同
例
会
﹂︵
於
名
古

屋
大
学
文
学
部
︶
に
お
け
る
青
山
幹
哉
の
意
見
を
参
考
に
し
た
。

⒄　

保
科
正
之
な
ど
に
仕
え
た
出
羽
出
身
の
軍
学
者
で
あ
る
伊
南
芳
通
の
著
で
、
貞
享
三

年
︵
一
六
八
六
︶
初
刊
。
倉
員
正
江
﹁
兵
学
者
伊
南
芳
通
と
﹃
続
太
平
記
貍
首
編
﹄ー

通
俗
軍
書
に
見
る
当
代
政
治
批
判
ー
﹂︵﹃
近
世
文
芸
﹄
七
〇
、
一
九
九
九
年
︶。

⒅　

国
文
学
研
究
資
料
館
の
Ｈ
Ｐ
︵https://base1.nijl.ac.jp/infolib/m

eta_pub/CsvSearch.

cgi

、
二
〇
一
九
年
八
月
四
日
閲
覧
︶
よ
り
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
版
本
類
を
参
照
し

た
。

⒆　

瀧
田
英
二
﹃
常
滑
史
話
索
隠
﹄︵
私
家
版
、
一
九
六
五
年
︶
六
七
頁
。

⒇　
﹁
川
合
家
所
蔵
文
書
︵
南
知
多
町
教
育
委
員
会
寄
託
︶﹂。
同
文
書
に
つ
い
て
は
、﹃
愛

知
県
史　

資
料
編
一
七　

尾
東
・
知
多
﹄
の
﹁
史
料
群
解
説
﹂
九
七
二
頁
を
参
照
。

�　

前
掲
注
10
に
同
じ
。

︵
付
記
︶ 

本
稿
の
構
想
は
、
二
〇
一
七
年
九
月
十
六
日
開
催
の
﹁
美
浜
町
歴
史
講
座
﹂
で

﹁
大
仙
寺
と
臨
済
宗
﹂、
二
〇
二
〇
年
一
月
十
一
日
開
催
の
﹁
中
世
史
・
近
世
史

研
究
会
合
同
例
会
﹂︵
於
名
古
屋
大
学
文
学
部
︶
で
﹁
中
世
寺
庵
主
の
兵
農
分
離

と
僧
俗
分
離
﹂
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
口
頭
発
表
し
た
。﹁
長
興
寺
文
書
﹂︵
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
︶
に
含
ま
れ
る
史
料
五
、
六
の
花
押
影
の
図
版
掲
載

に
つ
い
て
は
長
興
寺
お
よ
び
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
従
来
未
紹
介
の
﹁
尾
州

如
意
山
大
仙
寺
開
山
別
峰
和
尚
畧
行
状
﹂︵
史
料
七
︶、﹁
大
仙
寺
過
去
帳
﹂
の
紹

介
検
討
に
つ
い
て
は
大
仙
寺
、
同
じ
く
従
来
未
紹
介
の
﹁
南
知
多
町
川
合
家
文

書
﹂
に
含
ま
れ
る
﹁
天
木
氏
之
系
図
﹂
の
紹
介
検
討
に
つ
い
て
は
寄
託
先
で
あ

る
南
知
多
町
教
育
委
員
会
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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